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風呂の残り湯を使用した洗濯実態変化について

○東海林建三、長谷川伸子(花王生活文化研究所)

【目的】風呂水コース（風呂水給水用内蔵ポンプ）が主要各社の洗濯機に揃って搭載され始
めた19  9 5 年以降、その搭載率は年々増加している。このような洗濯機の変化と生活者
の節水意識の高まりとが相まって風呂の残り湯の使用に関わる洗濯行動が大きく変化して
いるものと予測できる。そこで、現在の洗濯への風呂水使用実態を把握すると共に、生活
者が風呂の残り湯を使用することによって生じるメリットとデメリットについて考察した。
【方法】首都圏在住の主婦（N ＝1  2  9,   20 ～6  0 代の専業、有職主婦）を対象に自記入
式アンケート調査、一部対象者への訪問調査及び洗濯回収衣料の解析を実施した。
【結果】洗濯に風呂の残り湯を使用している人は5  7%, 水道水だけの人は3  9% であり、
半数以上の人が洗濯水として風呂の残り湯を使用していた。これは、日本石鹸洗剤工業会
の洗濯実態調査の結果1）からも示唆されるように洗濯機の変化が影響しているものと考え
た。特に顕著な変化として、風呂水内蔵ポンプが搭載されている洗濯機を所持している人
とそうでない人では、風呂の残り湯の使用行動が異なっていた。前者は洗濯工程の“洗い
水”としての使用に止まらず、“すすぎ水”として使用している人が多＜、後者でぱ 洗い

水”としての使用に止まっている人が多かった。
また、生活者から直接話を伺う訪問調査及び生活者宅で洗濯を行って頂いた衣料を解析

した結果、風呂の残り湯を使用して洗濯した衣料からは、乾燥条件によっては水道水だけ

の場合とは異なる“臭い”が発生する場合があった。

1 ）鈴木；第3  2回洗浄シンポジウム要旨集,    pill     （2000 ）

2 Mp-11　　　 ふ ろ の残 り 湯 に よ る 洗 濯 の有 効 性

○ 阿 部 宏 子 ・ 前 島 雅 子 （郡 山 女 大 ）

家庭洗濯で消費される水の量は全生活用水量の約1/4 を占める。ふろの残り湯の洗浄効

果については、従来から主として昇温洗浄効果の観点から報告されてきた。本研究では、

生活行動の現状、残り湯の水質および洗浄効果について検討した結果を報告する。

研究内容:

（1）残り湯の利用状況等についてのアンケート調査

（2）残り湯のＴＯＣ（全炭素）およびＮＰＯＣ（不揮発性有機炭素）測定

（3）洗浄力試験

研究結果:

（1）郡山市近辺の調査で、ふろ残り湯利用者は51％、入浴人数は４名が最頻値であった。

（２）ＴＯＣ－5000 （島津製）による測定で、残り湯のＴＯＣ値は入浴した人数に応じ

て増加するが、４人までの入浴残り湯のＴＯＣ値は夏期（6 月）および冬季（11月）とも

20 ppm以下の低値であることが判った。

（3）ターゴトメータによるlO℃、30 °C、50 °Cの洗浄効果の温度比較で、特に10 °Cから30°C

への昇温効果が大きく、20％に及ぶことが判った。実際の残り湯を用いた洗浄試験で洗浄

力の低下は認められず、代替物質として検討したグルコサミン20および50 ppm 添加系での

洗浄力も低下しないことが判った。
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